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１．研究室概要 

本研究室では，「技術の改良ではなく、新しい技術の開発

を目指します」という研究方針のもと，樹脂材料から硬脆材料

など多岐にわたる材料に対して，高効率に鏡面仕上げを可

能とする研削加工技術について研究を行っています．研削加

工に用いる“砥石”に着目した研究や，砥石中の“砥粒”に着

目した研究，また加工技術として“ELID 研削”や“ファインバ

ブルを用いた研削”など，それぞれのフェーズにおいて研究

を行い加工の高度化を目指しています．コロナ禍の中で，な

かなか研究の進捗が難しい状況ですが，毎週リモートでゼミ

を行うなど，風通しのいい研究室を目指して学生とともに頑張

っています． 

また，工学教育の観点からは，高度な専門知識と広い教養

をもち，かつ創造性，主体性，積極性，問題解決能力をもつ

人材を育成するために，ファブラボ鋳造クラブという活動を行

っています．このクラブでは，(1)“教えることで学ぶ，をキーワ

ードとしたものづくり教室（図 1），(2)地域産業歴史の調査およ

び産業遺産の街案内を実施しています．学生には，学内にと

どまらず学外の方々との触れ合いを通じて，社会の多様性を

体験し，社会人として成長してほしいと考えています． 

 

図 1 ものづくり教室の様子 

 
２．専門分野 

精密加工，研削加工，工学教育 

 

３．研究室構成員 

伊藤伸英教授，大学院生 9 名（社会人

博士後期課程含む），卒業研究生 5 名 

 

 

 

伊藤伸英教授  

４．研究テーマ紹介 

〔ELID研削加工〕 

①ELID研削用高硬度鉄めっき砥石を用いたサファイア鏡面

研削加工 

②電界砥粒制御技術を用いたファインバブルの挙動に関す

る研究 

〔砥石開発に関する研究〕 

①3DプリンタとPELIDを利用した砥石開発 

②ツインノズルPELIDファイバーボンド砥石の開発 

③PELID技術を用いたメタルレジンボンド砥石の開発 

④ポリマーコーティングによる複合化技術の研究 

 

５．所有機器類 

●実験機器 

ラップ盤，3Dプリンタ，摩擦摩耗試験機，ELID電源，ファイン

バブル発生装置（加圧溶解方式，旋回方式），他 
●測定機器 

接触角計，光学顕微鏡，SEM，高速度ビデオカメラ，他 

 

６．産官学連携に関してのメッセージ  

茨城大学では，研究機能をいっそう向上させるとともに大

学の戦略として産学官連携を位置づけ，学術研究と産学官

連携の融合による「知」の好循環と地域社会への貢献を目指

し， 2018年に茨城大学研究・産学官連携機構を発足しまし

た．本研究室でも，企業と公設試との共同研究を行うなど，

「産学官」で実用化を見据えた研究に取り組んでいます． 
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